
新版・臨床検査マスター仕様の設計

新版・臨床検査マスター

＊JLAC10、JLAC11：臨床検査項目分類コード
＊診療行為情報：レセプト算定に用いる
基本情報のひとつ
＊IVDR：体外診断用医薬品（検査試薬）
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（社会保険診療報酬支払基金）

相互連携マスター

識別マスター

＊相互連携マスター、識別マスターとも
CSV形式だが、識別マスターは縦持ち方式。

本マスター外の詳細情報

JLAC10情報
診療行為情報

現行の
臨床検査マスター

JLAC10情報
JLAC11情報
IVDR情報

昨年度事業の
JLACコード対応表

各情報の詳細
各情報の
連携機能

臨床検査を
識別する機能

解釈不要な「モノ」情報
を用いて識別する。

①マッピングが精度良くできる。
②二重投資なくJLAC11対応できる。
③JLAC10から11への移行が容易。
④将来国際コードへも対応可能。
⑤ITシステムに組み込みやすい。

新版の利点
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新版・臨床検査マスターの検査コードマッピング利用
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JLAC10からJLAC11へのマッピング



IVDRテーブル 必須

IVDR識別番号 (pkey) y

レコード属性(列記)

最終更新日 y

有効開始日 y

有効終了日

IVDR販売名称 y

製造販売元名称 y

備考

連携テーブル 必須

検査連携ID (pkey) y

レコード属性(列記)

最終更新日 y

有効開始日 y

有効終了日

IVDR識別番号

非IVDR識別番号

JLAC11コード(17桁) y

JLAC10コード(17桁) y

診療行為コード(保険) y

JLAC10テーブル 必須

JLAC10－17桁 (pkey) y

レコード属性(列記)

最終更新日 y

有効開始日

有効終了日

(予約1)

検査略称

(予約2)

JLAC10ハイフン入コード y

JLAC10分析物名称 y

JLAC10 識別名称 y

JLAC10 材料名称 y

JLAC10測定法名称 y

JLAC10結果識別名称 y

要素別名等(列記)

JLAC11テーブル 必須

JLAC11－17桁 (pkey) y

レコード属性(列記)

最終更新日 y

有効開始日 y

有効終了日

JLAC検査名称 y

検査略称

英語名称

JLAC11ハイフン入コード y

JLAC11測定物名称 y

JLAC11識別名称 y

JLAC11材料名称 y

JLAC11測定法名称 y

JLAC11結果単位名称 y

要素別名等(列記)

保険テーブル 必須

診療行為コード(pkey) y

レコード属性(列記)

最終更新日 y

掲載開始日

掲載終了日

診療行為名称 y

点数 y

組合せユニーク

ランダム
文字列付与

※必須：空欄がないことを意味する。

非IVDRテーブル 必須

非IVDR識別番号(pkey) y

レコード属性(列記)

最終更新日 y

有効開始日 y

有効終了日

非IVDR識別名称 y

製造販売元名称

備考

どちらか
は必須

連携テーブル 説明 型 必須

検査連携ID (pkey)* 下記５フィールド（IVDR販売名称番号、非IVDR識別番号、JLAC11、
JLAC10、診療行為コード）の一意の組み合わせに対してランダム
な英数文字列を重複しないように割り当てたもの。”T”+ランダム５
文字

char(6) y

レコード属性(列記) 無効、新規、分割、融合等の属性を示す定められた英文字列を
格納したもの。複数の属性を持つときには、区切文字を挟んで順
不同に列記する。

varchar

最終更新日 このレコードの最終更新日。YYYYMMDD形式。 char(8) y

有効開始日* このレコードが作成された日。 char(8) y

有効終了日 このレコードが無効になった日。 char(8)

IVDR識別番号* IVDR販売名称に対し一意に割当てた番号。番号自体は意味をも

たない。名称は変更・修正される可能性が否定できないため、そ
の場合でも変わらない番号を用意する。本マスター内でのみ使用
することを想定した整数番号。

int

非IVDR識別番号* IVDRを使用しない検査で検査識別に検査機器型番等を利用する
場合や、JLACで表現できる以上に検査識別すべき事項がある場
合に、本識別番号を付与して検査リンクID上での区別ができるよ
うにする。本マスター内でのみ使用することを想定した整数番号。

int

JLAC11(17桁)* JLAC11コード。 17桁。 char(17) y

JLAC10(17桁)* JLAC10コード。 17桁。 char(17) y

診療行為コード* 厚生労働省が定める診療行為コード。 9桁数字。 char(9) y

*印のフィールドは、更新されることがない（更新してはいけない）。更新の必要が生じた場合には、該当レコードに
は無効属性と有効終了日を付加した上で、別途新規にレコードを作成する。

どちらか
は必須

保険テーブル 説明 型 必須

診療行為コード(pkey) 厚生労働省が定める診療行為コード。 9桁数字。 char(9) y

レコード属性(列記) 無効、新規等の属性を示す定められた英文字列を格納する。複数
の属性を持つときには、区切文字を挟んで順不同に列記する。

varchar

最終更新日 このレコードの最終更新日。YYYYMMDD形式。 char(8) y

掲載開始日 診療行為コードが掲載開始された日 char(8) y

掲載終了日 診療行為コードが掲載終了した日 char(8)

診療行為名称 厚生労働省が定める診療行為名称 varchar y

点数 厚生労働省が定める保険点数 int y

※保険情報については、現行の臨床検査マスターにある詳細情報（章・区分番号・項番）は新マスターでは非収載とする。

相互連携マスター 連携テーブル（相互連携マスター）

保険テーブル（相互連携マスター）



IVDRテーブル（相互連携マスター） JLAC11テーブル（相互連携マスター）

JLAC10テーブル（相互連携マスター）非IVDRテーブル（相互連携マスター）



非IVDR識別マスターIVDR識別マスター


